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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ・メッセージを制御およびリダイレクトするシステムであって、
　異なる移動局の特性のプロファイルを編成するプロファイラと、
　代替宛先と該代替宛先によってサポートされる少なくとも１つのメディア・フォーマッ
トとを含む該プロファイルを格納する記憶媒体と、
　該移動局のプロファイルに基づいて、該移動局による提示に適するメディア・フォーマ
ットで、受信されたデータ・メッセージについての要約データを発生する要約発生器とか
らなり、該要約データは該受信されたデータ・メッセージの一部を含むことを特徴とする
システム。
【請求項２】
　請求項１に記載のシステムにおいてさらに、
　移動局識別子と、該受信されたデータ・メッセージの送信機識別子と該受信されたデー
タメッセージから抽出されたコンテンツ識別子とのうちの１つとに基づいて、受信された
データ・メッセージの特定の移動局に対する送信を阻止するフィルタからなることを特徴
とするシステム。
【請求項３】
　データ・メッセージを制御およびリダイレクトするシステムであって、
　異なる移動局の特性のプロファイルを編成するプロファイラと、
　代替宛先と該代替宛先によってサポートされる少なくとも１つのメディア・フォーマッ
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トを含む該プロファイルを格納する記憶媒体と、
　該移動局のプロファイルに基づいて、該移動局による提示に適するメディア・フォーマ
ットで、受信データ・メッセージについてのプレビューを発生するプレビューワとからな
り、該プレビューは該受信データ・メッセージの一部を含むことを特徴とするシステム。
【請求項４】
　請求項３に記載のシステムにおいて、該移動局へ抄録を送信する前に測定された無線ト
ラヒック・アクティビティに基づいて、移動局に適合する最大の抄録サイズからより小さ
い抄録サイズへ該プレビューを切り詰めるように、該プレビューワが適応されていること
を特徴とするシステム。
【請求項５】
　請求項３に記載のシステムにおいて、該プレビューワは、該受信されたデータ・メッセ
ージから抄録を抽出することによって、特定の移動局に適合するテキスト・メッセージを
プレビューとして発生することを特徴とするシステム。
【請求項６】
　データ・メッセージを制御およびリダイレクトするシステムであって、
　異なる移動局の特性のプロファイルを編成するプロファイラと、
　代替宛先と該代替宛先によってサポートされる少なくとも１つのメディア・フォーマッ
トとを含む該プロファイルを格納する記憶媒体と、
　特定の移動局に向けられる受信データ・メッセージのプレビューを発生するプレビュー
・サポータとからなり、該プレビュー・サポータは、該特定の移動局のプロファイルに基
づいて該特定の移動局によって提示するのに適しているフォーマットに該プレビューを配
置するのに適応されており、該プレビューは該受信データ・メッセージの一部を含むこと
を特徴とするシステム。
【請求項７】
　請求項６に記載のシステムにおいて、該プレビューは、該受信されたデータ・メッセー
ジから抄録として抽出された画像データ・メッセージと、該受信されたデータ・メッセー
ジから抄録として抽出されたテキスト・データ・メッセージと、該受信されたデータ・メ
ッセージから抄録として抽出された音声データ・メッセージのうちの少なくとも１つから
なることを特徴とするシステム。
【請求項８】
　メッセージの制御およびリダイレクションのためのシステムで用いる移動局であって、
　該システムに保持されているデータ・メッセージをプレビューするプレビューワからな
り、該プレビューは、該移動局による提示において提示できるフォーマットであり、該プ
レビューは該保持されているデータ・メッセージの一部を含み、さらに、
　該プレビューワを介して該プレビューを見るかあるいは見ることなしに、該保持されて
いるデータ・メッセージの宛先を選択するための宛先セレクタと、
　該保持されているデータ・メッセージを該宛先において提示する提示フォーマットを選
択するメディア・フォーマット・セレクタとからなることを特徴とする移動局。
【請求項９】
　請求項８に記載の移動局において、該保持されているデータ・メッセージの抄録として
、該移動局の該プロファイルに基づいたデータ・フォーマットで該プレビューを提示する
か、該保持されているデータ・メッセージのテキスト抄録として、該移動局の該プロファ
イルに基づいたメディア・フォーマットで該プレビューを表示するか、該保持されている
データ・メッセージの画像抄録として、該移動局の該プロファイルに基づいたメディア・
フォーマットで該プレビューを表示するか、該保持されているデータ・メッセージの音声
抄録として、該移動局の該プロファイルに基づいたメディア・フォーマットで該プレビュ
ーを表示するか、あるいは無線トラヒック・アクティビティに基づいて移動局に適合する
最大の抄録サイズからより小さい抄録サイズへ該プレビューを切り詰めかのいずれかに、
該プレビューワが適合することを特徴とする移動局。
【請求項１０】
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　請求項８に記載の移動局において、該プレビューは、該保持されているデータ・メッセ
ージのサイズと、該保持されているデータ・メッセージのコンテント記述と、該保持され
ているデータ・メッセージの作成者及び該保持されているデータ・メッセージのソース記
述のうちの少なくとも１つを含む移動局。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の分野】
本発明は、無線通信システムに関し、特に無線通信ネットワークにおけるメッセージの制
御およびリダイレクションのためのシステムに関する。
【０００２】
【背景】
無線データ・サーバは、無線通信システムの加入者に対してＥメールのメッセージングを
拡張する。従来の無線データ・サーバは、通常、移動加入者に対するメッセージの通知、
配送およびある種のリダイレクション(redirection)の機構をサポートする。しかし、従
来の無線データ・サーバは、メッセージの内容に関する十分なプレビュー(preview)の機
能を提供することができない。従って、データ・メッセージ全体を直ちに受信すべきか、
あるいは後で見るためにそのデータ・メッセージ全体をリダイレクトすべきかどうかを推
測することは加入者に任されている。加入者が間違って推測した場合、その加入者は重要
なメッセージを間違って指示する可能性があり、一方、あまり重要でないメッセージを移
動局の高価な通信時間の中で見る可能性がある。従って、データ・メッセージの内容につ
いてのリアルタイムのプレビューを加入者に提供する要求が存在する。
【０００３】
無線サービス・プロバイダは、入来するデータ・メッセージをユーザの好みに従ってフィ
ルタ(filter)する機能を提供するように無線データ・サーバを構成することができる。し
かし、通常は、加入者には、入来するデータ・メッセージのフィルタリングを必要に応じ
て即時かつ動的に調整するための備えがない。加入者は、通常、入来するデータ・メッセ
ージのフィルタリングに対する変更を行うために無線サービス・プロバイダの介入に頼ら
なければならない。それにもかかわらず、加入者は米国無線サービス・プロバイダによっ
て入来するデータ・メッセージに対して習慣的に課金されている。入来するデータ・メッ
セージはコンテンツ・プロバイダのデータ、広告、ニュースの更新、株式相場あるいは他
のサービスを含んでいる可能性がある。従って、入来するデータ・メッセージを必要に応
じてオンまたはオフに切り換えて不必要な通信料金を回避するための能力を加入者に提供
するためのニーズが存在する。
【０００４】
【発明の概要】
本発明によれば、データ・メッセージを制御し、リダイレクトするシステムは、異なる移
動局の特性のプロファイル(profile)を編成するプロファイラ(profiler)を含む。そのプ
ロファイラは代替の宛先(alternative address)およびその代替宛先に対する少なくとも
１つのメディア・フォーマットを含む。そのシステムはデータ・メッセージの要約または
プレビューに基づいてデータ・メッセージのルーティングを容易化するためのファシリテ
ータ(facilitator)をさらに含む。本発明の１つの側面においては、ファシリテータは、
無線データ・サーバにおいて受信されたデータ・メッセージについての要約データを発生
する要約発生器(abstract generator)を含む。要約発生器は、移動局のプロファイルに基
づいてその移動局によって提示するのに適しているメディア・フォーマットでその要約を
発生する。本発明のもう１つの側面においては、ファシリテータは、無線データ・サーバ
において受信されたデータ・メッセージについてのプレビューを発生するプレビュー・サ
ポータ(preview supporter)を含む。プレビュー・サポータは、移動局のプロファイルに
基づいて移動局によって提示するのに適しているメディア・フォーマットでプレビューを
提供する。プレビュー、要約、またはその両方が、そのプレビューまたは要約によって表
現されるデータ・メッセージを、加入者が自分の移動局を経由して、インテリジェントに
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リダイレクトするか、あるいは処理することができるようにするのに十分適している。
【０００５】
さらに、本発明の１つの側面は、移動局からの必要に応じての加入者制御可能なフィルタ
リングのサポートを含む。従って、移動局から、加入者は無線データ・サーバにおいてデ
ータ・メッセージのフィルタリングの動的な変更を行うことができ、ある種のデータ・メ
ッセージが移動局へ送信されるのを阻止(block)することができる。この動的フィルタリ
ングによって、加入者は課金される可能性のある通信時間を減らすこと、あるいは煩わし
いＥメールの広告メッセージを減らすことができる。
【０００６】
【発明の詳細な記述】
本発明によれば、図１において無線データ・サーバ２０が通信ネットワーク４０と無線通
信システム９との間のインタフェースを提供する。通信ネットワーク４０（たとえば、イ
ンタネット／イントラネット・ネットワーク）によって１つ以上のコンピュータ４２に対
する通信が可能である。無線通信システム９は１つ以上の移動局（４４または４６）での
通信をサポートする。
【０００７】
無線通信システム９は、基地局システム１４に結合されている移動交換センタ（Ｍobile 
Ｓwitching Ｃenter：ＭＳＣ）１２を含む。基地局システム１４は、移動局４４、移動局
４６、またはその両方と電磁的に通信することができる。ＭＳＣ１２は、公衆電話網（Ｐ
ublic Ｓwitched Ｔelephone Ｎetwork：ＰＳＴＮ）１６および非同期転送モード（Ａsyn
chronous Ｔransfer Ｍode：ＡＴＭ）ネットワーク１０に対して結合されている。ＰＳＴ
Ｎ１６は、１つ以上の電話機１８または他の電気通信装置に対する通信をサポートする。
【０００８】
＜無線データ・サーバ＞
次に、図１および図２に関連して無線データ・サーバ２０について詳細に説明する。無線
データ・サーバ２０は、データ・メッセージの処理およびフィルタリングを管理する制御
器３０を含む。制御器は、ファシリテータ２４、フィルタ３２、プロファイラ３６、およ
び記憶媒体３８に対して論理的経路を経由して結合されている。論理的経路は、１つ以上
の物理的データバスを表すことができる。フィルタ３２は、無線データ・サーバ２０の送
信機２２と受信機３４との間に介在して結合されている。送信機２２は、ＡＴＭネットワ
ーク１０に結合することができる。受信機３４は、通信ネットワーク４０に接続すること
ができる。
【０００９】
ファシリテータ２４は、データ・メッセージの要約またはプレビューに基づいてデータ・
メッセージの加入者のルーティングを容易化する。ファシリテータ２４は、要約発生器２
８、プレビュー・サポータ２６、またはその両方を含む。要約発生器２８は、無線データ
・サーバ２０において受信されたデータ・メッセージについての要約データを発生する。
その要約は、移動局のプロファイルに基づいて移動局４４または４６によって提示される
のに適しているメディア・フォーマットで発生される。プレビュー・サポータ２６は移動
局４３に対して無線データ・サーバ２０において受信されたメッセージのプレビューを発
生する。
【００１０】
プロファイラ３６は、移動局４４または４６の特性および他の通信パラメータのプロファ
イルを編成する。記憶媒体３８は、代替宛先およびその代替宛先によってサポートされる
少なくとも１つのメディア・フォーマットを含んでいるプロファイルを格納する。
【００１１】
無線データ・サーバ２０は、受信されたデータ・メッセージの移動局識別子および送信機
識別子に基づいて、特定の移動局４４または４６に対する受信データ・メッセージの送信
を阻止するフィルタ３２をさらに含むことができる。代わりに、フィルタ３２は受信され
たデータ・メッセージから抽出された移動局識別子およびコンテント識別子に基づいて、
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特定の移動局４４または４６に対する受信されたデータ・メッセージの送信を阻止するこ
とができる。
【００１２】
通信ネットワーク４０は、加入者当たりの利用できる伝送容量が無線通信システム９より
大きいことによって特徴付けられる。というのは、無線通信チャネルは、割り当てられた
周波数帯域幅に対して制限されているからである。無線データ・サーバ２０は、通信ネッ
トワーク４０からのデータを無線通信システム９と互換性があるように変換し、また、そ
の逆の変換を行う。さらに、無線データ・サーバ２０は、無線通信チャネル上での通信の
効率を向上させるためにファシリテータ２４およびフィルタ３２を含む。
【００１３】
図１が代表的である第三世代の無線または個人無線通信システムにおいては、無線のパケ
ット・データは回路交換されたトラヒックとは別の処理が行われる可能性がある。古典的
な回路交換型のトラヒックのように、トラヒックがＭＳＣ１２を通過する代わりに、デー
タはデータ・パケット操作のために構成されている無線データ・サーバ２０を通して処理
される。ＡＴＭネットワーク１０は、無線データ・サーバ２０を移動交換センタ１２（Ｍ
ＳＣ）に対して相互接続する。移動交換センタ１２は、データ・パケット経由でＡＴＭネ
ットワーク１０上で通信するデータ・パケット通信インタフェースが装備されている。無
線データ・サーバ２０は、インタネット・サービス・プロバイダ（Ｉnternet Ｓervice 
Ｐrovider：ＩＳＰ）に対して、インタネットに対して間接的に、あるいは別の通信ネッ
トワーク４０に対してデータをルーティングすることができる。
【００１４】
＜プロファイラ＞
無線データ・サーバ２０は、異なる移動局４４または４６のプロファイルを編成するプロ
ファイラ３６を含む。プロファイルは移動局の特性および他の関連の通信パラメータを含
む。対応している移動局４４または４６の各プロファイルは、次のもののうちの１つ以上
を含むことができる。（１）その移動局についての構成データ(configuration data)、（
２）その移動局に対してサポートされているメディア・タイプおよび関連の付随フォーマ
ット、（３）その移動局におけるデータ端末インタフェース機能、（４）その移動局に対
する１つ以上の代替加入者の宛先、および（５）特定の各加入者の宛先に対応してサポー
トされているメディアおよびフォーマット。
【００１５】
移動局についての構成データは、一般に、対応している移動局のソフトウェアおよびハー
ドウェアの仕様に関連付けられた情報を含む。たとえば、構成データは、ソフトウェア・
バージョン、ハードウェア・バージョン、メモリ容量、マイクロプロセッサの容量、ディ
スプレイの仕様、利用できるソフトウェア機能、変調方式および特定の移動局によってサ
ポートされているデータ送信プロトコルを含むことができる。各プロファイルの中の構成
データは、プレビューワ６２がサポートされているかどうかを示すデータを含むことが好
ましい。
【００１６】
ディスプレイの仕様は各移動局のハードウェアの制限の一例を代表する。ディスプレイの
仕様は物理的なサイズ、分解能（たとえば、水平方向および垂直方向のピクセルの数）、
アスペクト比、サポートされているカラー、サポートされているグレイ・スケール機能、
あるいは他の表示情報を含むことができる。
【００１７】
プロファイラ３６は、移動局の識別子、移動局の特性、および認可された宛先を含んでい
るプロファイル・データベースを維持することができる。さらに、各移動局の識別子ごと
に、プロファイル・データベースは対応している認可された宛先、各宛先ごとの少なくと
も１つの許されるメディア・タイプ、および各メディア・タイプごとの少なくとも１つの
許されるフォーマットに関連付けられることができる。
【００１８】
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各プロファイルは特定の移動局に対するデータ・メッセージをリダイレクトするため、ま
たは特定の移動局との適合性を容易化するためのフォーマットおよびメディア・タイプを
適切に準備するための十分な情報を提供する。メッセージのリダイレクションに対しては
、認可された加入者の宛先はファクシミリ装置、ネットワーク型のコンピュータ４２、Ｐ
ＳＴＮ１６に対して接続されているコンピュータ、音声メール・システム、Ｅメール・シ
ステム、別の移動局、または加入者定義可能な装置を表していてもよい。メディア・タイ
プおよびフォーマットの選択に関しては、メディア・タイプは、テキスト、グラフィック
ス、画像、音声、アプリケーション・プログラム・ファイル、アタッチメントを含むこと
ができる。画像のためのフォーマットの例としては、任意のJoint Picture Experts Grou
p(JPEG)標準または任意のMoving Picture Experts Group(MPEG)標準などがある。
【００１９】
各加入者には、無線データ・サーバ２０、ゲートウェイ制御サーバ、インターワーキング
機能装置(interworking function device)、または別の記憶媒体におけるある種のメモリ
がプロファイルを維持する目的のために割り当てられる。その記憶媒体は、無線データ・
サーバ２０が各移動局に対する宛先およびメディア・フォーマットの適切な選択を区別す
ることができるようにそのプロファイルを格納する。
【００２０】
プロファイラ３６は、加入者のデータ入力、サービス・プロバイダのデータ入力、あるい
はその両方を受け付ける。加入者のプロファイルの中のある種のデータ項目に対する加入
者のアクセスは禁止される。というのは、加入者の技術的な高度化には限度があると仮定
され、そしてそのような加入者のアクセスによって適切な通信が妨害される可能性がある
からである。
【００２１】
プロファイルの少なくとも一部分は、移動局４３を経由してリモートに入力することがで
きるが、完全なプロファイルは無線通信システムの帯域幅の使用を回避するために、無線
データ・サーバ２０に対するネットワーク・アクセス（たとえば、インタネットのアクセ
ス）を経由して入力されることが好ましい。
過去
＜要約発生器(abstract generator)＞
無線データ・サーバ２０は、図に示されているように直接に、あるいは制御器３０を経由
してプロファイラ３６に対して通信する要約発生器２８を含む。要約発生器２８は、移動
局のそれぞれのプロファイルに基づいて移動局によって提示されるフォーマットにおいて
要約を発生する。プロファイラ３６は要約発生器２８に対する構成データを提供し、各要
約の伝送速度とデータ・サイズが基地局システム１４と特定の移動局４４または４６との
間の通信チャネルの伝送容量または利用可能な帯域幅と釣り合ったものにすることができ
る。
【００２２】
要約発生器２８は、特定の移動局と互換性のあるメディア・フォーマットで要約を発生す
るために採用されている。その要約は、プロファイルおよびユーザ・インタフェース４８
によって変わるテキスト・フォーマット、画像フォーマットまたは音声フォーマットとす
ることができる。ユーザ・インタフェース４８がディスプレイを備えていて、ショート・
メッセージ・サービス（Ｓhort Ｍail Ｓervice：ＳＭＳ）がサポートされている場合、
その要約は先ず最初にテキストとして送信される。それ以外の場合、要約は無線周波数ス
ペクトルを効率的に使用するために画像フォーマットではなく、音声として送られること
が好ましい。要約発生器２８は、テキスト・メッセージを特定の移動局（たとえば、４４
または４６）に互換性のある音声要約に変換するためのテキストから音声へのトランスコ
ーダを含む。移動局４４または４６はディスプレイのビデオ画像を処理するために必要な
処理能力および電力消費を必要としない音声データ・メッセージを容易にサポートするこ
とができる。
【００２３】
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コンピュータ４２、電気通信装置１８、または移動局は特定の移動局に対してアドレスさ
れた(addressed)、意図されたデータ・メッセージを発信する。無線データ・サーバ２０
はその意図されたメッセージをアドレスされた特定の移動局に対するプロファイルおよび
デスティネーション・セレクタ５２またはメディア／フォーマット・セレクタ５６からの
ユーザ入力に従ってその方向において横取りし、受信し、あるいは保持する。要約発生器
２８は、特定の移動局に対する受信されたデータ・メッセージからデータを抽出し、その
特定の移動局に対して配送するためにアドレスされた要約を作成する。要約発生器２８は
、移動局４３または代替宛先に対して配送されるのを待っているデータ・メッセージを読
み、要約のために適用可能な情報を抽出する。
【００２４】
要約発生器２８は要約を生成するためにイベント・データを抽出することができる。イベ
ント・データは、オペレーティング・システム、ウィンドウイング・プログラム、アプリ
ケーション・プログラム、または送信機２２のＥメール・アプリケーションへの入力から
発生する。イベント・データおよび要約形成のために適用可能な他の情報は、データ・メ
ッセージのヘッダまたはデータ・ブロック内の別の知られた場所の中に見つけることがで
きる。たとえば、Ｅメールの作成者は、メッセージが送信された時に自分のＥメール・ア
ドレスをデータ・メッセージのヘッダの中に自動的に組み込むコンピュータ４２上のアプ
リケーション・プログラムを使うことができる。
【００２５】
要約発生器２８は、データ・メッセージの中のユーザ入力のデータを抽出して要約を生成
することができる。たとえば、アプリケーション・プログラムは、タイトルまたは主題の
ヘッディングのためにコンピュータ４２の使用を催促することができる。データ・メッセ
ージの長さと共に前記の情報が無線データ・サーバ２０に対して送信されたデータ・メッ
セージの中のヘッダまたは別の指定された場所に置かれている可能性がある。従って、要
約発生器２８は、そのような情報をヘッダまたはデータ・メッセージのデータ・ブロック
内の別の場所から抽出し、その情報を移動局上で容易に提供される音声またはテキストの
フォーマットで提供する。
【００２６】
＜プレビュー・サポータ(preview supporter)＞
無線データ・サーバ２０は、図に示されているようにプロファイラ３６に対して直接に、
あるいは制御器３０を経由して通信するプレビュー・サポータ２６を含む。プレビュー・
サポータ２６は、移動局のプロファイルに基づいてその移動局によって提示されるフォー
マットでプレビューを発生する。プロファイラ３６は構成データをプレビュー・サポータ
２６に対して提供し、各プレビューの伝送速度およびデータ・サイズが基地局・システム
１４と特定の移動局４４または４６との間の通信チャネルの転送容量または利用可能な帯
域幅と釣り合っているようにすることができる。
【００２７】
プレビュー・サポータ２６は、特定の移動局に対する受信されたデータ・メッセージのプ
レビューの提示をサポートする。プレビューのメディア・フォーマットは特定の移動局の
特性に対応するフォーマットである。プレビュー・サポータ２６は、移動局の中のプレビ
ューワと協動して加入者がプレビューを見ることができるようにする。
【００２８】
プレビュー・サポータ２６は、特定の移動局に対して配送するための受信されたデータ・
メッセージから抄録(excerpt)を抽出することによって、その特定の移動局と互換性のあ
る音声、テキスト、または画像のメッセージとしてプレビューを発生する。プレビューは
無線データ・サーバ２０において受信され、特定の移動局に対してアドレスされている受
信されたデータ・メッセージのメッセージ本体の抄録を提示する。
【００２９】
そのプレビューの最大の抄録サイズは、特定の移動局に対してその特定の移動局のプロフ
ァイルに基づいている。プレビュー・サポータ２６は、移動局４６に互換性のある最大の
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抄録サイズから、移動局４６に対するプレビューの伝送の前に測定された無線のトラヒッ
ク・アクティビティ(traffic activity)に基づいて、より小さな抄録サイズへ切り詰める
ために採用されている。たとえば、抄録のサイズは特定のカバレージ領域(coverage area
)内の無線インタフェースの利用可能な無線システムの容量に基づいて制限される可能性
がある。
【００３０】
基地局システム１４は、加入者のトラヒック使用レポートを制御器３０に対して提供し、
制御器３０は、最大の抄録サイズの送信に先立ってすべてのプレビューを与えられた移動
局４６のプロファイルによって許されるように動的に制限し、停止し、あるいは切り詰め
ることができる。基地局システム１４は、あるカバレージ領域にサービスしている１つ以
上の基地局が最大の抄録サイズの無効化を保証するしきい値容量に適合するか、あるいは
超過するかどうかを決定するためのトラヒック使用レポータ１５を含む。たとえば、７０
％のトラヒック・チャネルが与えられたカバレージ領域に対して使用中である場合、その
プレビューはユーザ・プロファイルに基づいて最大の抄録サイズの代わりに、切り詰めら
れた抄録サイズに制限される。最大の抄録サイズからプレビューを切り詰める上記の特徴
は、先制的メッセージ切詰め(preemptive message truncation)と呼ばれる。
【００３１】
切り詰められているかどうかにはかかわらず、プレビューの次に、そのプレビューがデー
タ・メッセージ全体から短縮されており、加入者がメッセージ全体を自分のメールボック
スまたは代替宛先から呼び出すことによって見る必要があることを示している、通信終了
の送信が続いていることが好ましい。要約すると、移動局４３において、加入者はその移
動局４３の機能に従って、要約、プレビュー、またはその両方に基づいてそのメッセージ
を評価するかどうかを決定する。
【００３２】
＜フィルタ＞
無線データ・サーバ２０は、データ・メッセージをフィルタするために受信機３２と送信
機２２との間に介在しているフィルタ３２を含む。フィルタ３２は、移動局の識別子およ
び受信されたデータ・メッセージの送信機２２の識別子に基づいて特定の移動局に対する
受信されたデータ・メッセージの送信を阻止するように構成される。
【００３３】
図２に最もよく例示されているように、フィルタ３２は、データベース７４と、加入者識
別子スクリーナ(screener)７３と、コンテント・スクリーナ７６と、リダイレクタ７８と
を含む。図１および図２の中の同様な要素は同様な要素を表す。図１および図２の無線デ
ータ・サーバ２０は、同じブロック・コンポーネントのすべてを含むが、明確化のために
、図２は、フィルタ３２および無線データ・サーバ２０の関連した部分だけを示している
。
【００３４】
フィルタのデータベース７４は、加入者の入力に基づいて定義されている阻止される加入
者の識別子および阻止される送信機の識別子を記録する。加入者識別子スクリーナ７３は
、受信されたデータ・メッセージの中の阻止された加入者の識別(identity)を識別するた
めに採用されている。同様に、コンテント・スクリーナ７６は、受信されたデータ・メッ
セージの中の阻止された送信機の識別子を識別するために採用されている。
【００３５】
リダイレクタ７８は、阻止されるべき阻止されたデータ・メッセージとしての識別に基づ
いて受信されたデータ・メッセージを代替宛先へリダイレクトすることができる。受信さ
れたデータ・メッセージをリダイレクトするために、リダイレクタ７８は阻止されるべき
阻止されたデータ・メッセージとしての識別に基づいて受信されたデータ・メッセージを
削除することができる。加入者は、阻止されたデータ・メッセージが削除されたか、ある
いはリダイレクトされたかを、無線データ・サーバ２０に対する任意のコンピュータ接続
を経由して知ることができる。
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【００３６】
フィルタリングのアクティビティに関して、受信されたデータ・メッセージは、阻止され
るメッセージか、あるいは通過されるデータ・メッセージかのいずれかとして分類するこ
とができる。無線データ・サーバ２０は、そのサービス・プロバイダに対する統計的な情
報、あるいは料金請求の情報を提供するためにある期間にわたって移動局４３ごとに阻止
されたデータ・メッセージの数をカウントするためのカウンタ８０を含むことが好ましい
。
【００３７】
フィルタ３２は、送信機２２の識別子、コンテント識別子、あるいは他のファクタに敏感
に反応(sensitive)することができる。たとえば、フィルタ３２は、受信されたデータ・
メッセージから抽出された移動局の識別子、コンテント識別子、またはその両方に基づい
て、特定の移動局に対して受信されたデータ・メッセージの送信を阻止することができる
。さらに、フィルタリングの操作は、送信機２２の資格(qualification)、その日の時刻
、およびそのメッセージに含まれている特定のキーワードの存在に基づいて行うことがで
きる。
【００３８】
フィルタ３２は、送信機２２が移動局４４または４６に対してアドレスされている受信さ
れたデータ・メッセージを送信または転送することが許されているかどうかについて、直
接に、あるいは制御器３０を通して送信機２２に知らせる。受信されたデータ・メッセー
ジは、無線データ・サーバ２０によって受信されたか、あるいはその指示の下にあるデー
タ・メッセージを指す。受信されたデータ・メッセージがある移動局に対してアドレスさ
れていて、その移動局に対する配送を潜在的に待っている場合であっても、その意図され
たデータ・メッセージは必ずしもその移動局に送信されるとは限らず、その運命はフィル
タ３２の指示下にある。その意図されたデータ・メッセージを送信機２２経由で配送する
代わりに、フィルタはそのデータ・メッセージを削除し、その意図されたデータ・メッセ
ージをパージ・リストへ送るか、あるいはさもなければその意図されたデータ・メッセー
ジを処理することができる。
【００３９】
＜送信機＞
送信機２２は、選択されたメディアおよびフォーマットに適合する方法で移動局４４また
は４６に対してデータ・メッセージを送信または転送する。送信機２２は、要約発生器２
４によって発生された要約、プレビュー・サポータ２６によって発生されたプレビューま
たはその両方を、１つ以上の移動ユニット４４または４６に対する送信のためにパッケー
ジする。プレビューまたは要約が画像データ、高い忠実度の音声データなどを含んでいる
場合、送信機２２は、圧縮のアルゴリズムを使ってそのデータをその移動局４４または４
６に対する無線システムのインタフェースの制限された帯域幅上での送信に適した量に圧
縮する。画像データのデータ圧縮は、無線周波数の帯域幅に適合するためにプロファイル
に従って移動局４４または４６に対して送信される画像データにおけるカラーの数を減ら
すことを含めることができる。代わりに、データ圧縮は、そのプロファイルに従ってグレ
イ・スケール表示をサポートする移動局４４または４６に対する送信のために、グレイ・
スケールの表現にカラー画像を変換することによって実現することができる。
【００４０】
＜制御器＞
無線データ・サーバ２０の制御器３０は、要約発生器２８、プレビュー・サポータ２６、
受信機３４、プロファイラ３６および記憶媒体３８と、１つ以上の物理データバスによっ
て実現される論理データ経路を経由して通信する。制御器３０は、無線データ・サーバ２
０の動作を制御および監視するためのデータ・プロセッサを含む。
【００４１】
制御器３０は、移動局４４または４６に対してアドレスされている意図されたメッセージ
の流れおよびルーティングを管理するために、無線データ・サーバ２０のコンポーネント
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(component)を制御する。制御器３０はプレビューワ６２と協動してプレビューの中に組
み込むためのデータ・メッセージの主要な特徴を捕捉する。
【００４２】
移動局４３に対するメッセージの受信時に、受信機３４は制御器３０に対してデータ・メ
ッセージの受信側のアドレスを提供し、制御器３０は記憶装置にアクセスして、その移動
局の受信側のアドレスに対するプロファイルを呼び出し、要約の発生、プレビュー、また
はその両方がサポートされているかどうかを判定する。呼び出されたプロファイルに矛盾
しない方法で、制御器３０は要約発生器２８またはプレビュー・サポータ２６を呼び出し
て、要約またはプレビューをそれぞれ移動局４３に対して送信する。
【００４３】
先制的なメッセージ切詰めをサポートするために、制御器３０は、先制的な切詰め信号(p
reemptive truncation signal)を制御器３０に対してレポートするために、トラヒック使
用レポータ１５からの入力に基づいてプレビュー・サポータ２６を制御し、それを中断さ
せる。レポータ１５は、受信されたデータ・メッセージのプレビューが移動局の識別子を
有する移動局４３に対するカバレージ領域内の利用できるダウンリンク・トラヒック・チ
ャネルのすべてのしきい値の占有レートを満足しているか、あるいはそれを超えている基
地局システム１４に対して向けられている場合、移動局識別子に対して先制的な切詰め信
号を発生する。
【００４４】
＜移動局＞
簡単な要約によってデータ・メッセージの加入者スクリーニングを提供するため、または
、要約より詳しい情報を提供するプレビューワを経由してデータ・メッセージの加入者ブ
ラウジング(subscriber browsing)を可能にするために、異なる分類の移動局４４または
４６がサポートされている。基本移動局４４は要約の提示（たとえば、表示(viewing)）
および要約の提示中またはその後に、基本データ・メッセージの適切な宛先の選択をサポ
ートする。機能強化された移動局４６はプレビューの提示をさらにサポートする。
【００４５】
基本移動局４４は、ユーザが基地局システム１４と、そして究極的に無線データ・サーバ
２０と通信することができるユーザ・インタフェース４８を含む。基本移動局４４のユー
ザ・インタフェース４８は、フィルタ制御器５０と、要約レビューワ(abstract reviewer
)５２と、宛先セレクタ５４と、メディア／フォーマット・セレクタ５５とに結合されて
いる。
【００４６】
機能強化された移動局４６は、ユーザが基地局システム１４および究極的に無線データ・
サーバ２０と通信することができるユーザ・インタフェース４８を含む。機能強化された
移動局４６のユーザ・インタフェース４８は、フィルタ制御器５０と、要約レビューワ５
２と、プレビューワ６２と、宛先セレクタ５４と、メディア／フォーマット・セレクタ５
６と、データ端末インタフェース６８とに結合されている。データ端末インタフェース６
８は、ラップトップのパーソナル・コンピュータなどの制御器７２に対して結合すること
ができる（たとえば、赤外線または光波周波数ポートを経由して）。
【００４７】
機能強化された移動局４６は、プレビューのプレビュー、要約情報の提示、またはその両
方を無線データ・サーバ２０と協動してサポートする。これと対照的に、基本移動局４４
は要約情報の提示を無線データ・サーバ２０と協動してサポートする。移動局（４４、４
６）は、移動局に対する配送、代替宛先に対するリダイレクション、記憶媒体３８の中で
のアーカイブ、または存在からの削除を待っている保持されているデータ・メッセージに
ついての要約情報をレビューするための要約レビューワ５２を含む。要約レビューワ５２
によって、加入者は移動局（４４、４６）によって提示するための提示可能なフォーマッ
トである要約をレビューすることができる。
【００４８】
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＜宛先セレクタ＞
基本移動局４４または機能強化された移動局４６は、宛先セレクタ５４を含む。宛先セレ
クタ５４によって加入者は要約レビューワ５２を経由してレビューしている間またはその
後に、保持されているデータ・メッセージの宛先を選択することができる。同様に、宛先
セレクタ５４によって加入者が保持されているデータ・メッセージのプレビューをレビュ
ーしている間、またはその後に、その保持されているデータ・メッセージの宛先を選択す
ることができる。１つの代替実施例においては、宛先セレクタ５４によって加入者が要約
またはプレビューのレビューを行うか、あるいは行わずにフィルタ３２の認可された宛先
を選択することができる。
【００４９】
宛先セレクタ５４によって、加入者は移動局から（フィルタ３２の）ブロッキング／フィ
ルタリングの機能を動的に制御し、コンテント、広告、ニュース更新、株式相場、または
他のデータの受信を防止または可能にすることができる。このために、移動局４４または
４６は基地局システム１４を経由して無線データ・サーバ２０に対して通信する。無線デ
ータ・サーバ２０において、制御器３０は移動局４４または４６からの動的な加入者入力
に従って、フィルタ３２の動作における変更を示唆することができる。特定のコンテント
、識別子、または他のプリファレンスに基づいた詳細なフィルタリングは、移動局経由で
のアクセスではなく、無線データ・サーバ２０に対するコンピュータ・アクセスを通じて
のみ利用可能とすることができる。しかし、移動局における宛先セレクタ５４は、フィル
タ３２を阻止するための少なくとも「オン‐オフ」機能を備えている。
【００５０】
＜メディア・フォーマット・セレクタ＞
基本移動局または機能強化された移動局４６は、メディア／フォーマット・セレクタ５６
を含む。メディア・フォーマット・セレクタ５６によって、加入者は保持されているデー
タ・メッセージを認可された宛先において提示するための提示フォーマットを選択するこ
とができる。基本移動局４４が宛先（たとえば、棄却、ホーム・コンピュータ４２、ホー
ム・ファクシミリなど）を選択することができるだけでなく、基本移動局４４はメディア
・フォーマットを選択することができる。フォーマットの例は、テキスト、音声、画像、
ビデオ、音声記録、画像記録、ファクシミリ、音声メール、およびアプリケーション・プ
ログラムのアタッチメントなどである。これらのフォーマットのすべてが各宛先に対して
必ずしも利用できるわけではない。プロファイラ３６は制御器４２によって設定されてい
る有効な選択項目を、好適には、インタネット経由で確立することが好ましい。
【００５１】
要約は、情報が利用できる場合には、作成者、日付、タイトルまたは主題、および受信時
刻、およびメッセージのタイプを含む。従って、加入者は、無線通信システム９の限られ
た無線周波数スペクトル上でデータ・メッセージ全体を受信する必要なしに、それぞれの
関連付けられた要約に基づいてそのデータ・メッセージのいくつかを容易にルーティング
するか、あるいは捨てることができる。たとえば、加入者はそのデータ・メッセージをＦ
ＡＸ可能な宛先、あるいは音声表現可能な宛先に対して、ＭＳＣ１２またはＰＳＴＮ１６
経由でリダイレクトするオプションを有している。また、データ・サーバ２０はメッセー
ジをパケット・ネットワークを通じて転送するためにディジタル・オーディオ・ファイル
（たとえば、波形またはＭＩＤＩ(musical instrument digital interface)のフォーマッ
トのファイル）に変換するための機能を備えることもできる。
【００５２】
＜機能強化された移動局＞
機能強化された移動局４６は、基本移動局４４のすべての特徴および機能に加えてプレビ
ューワ６２を提供する。プレビューワ６２は、無線データ・サーバ２０におけるその相手
方であるプレビュー・サポータ２６と協調して動作する。プレビューワ６２によって、加
入者は対応している実際のデータ・メッセージの少なくとも一部分を見ることができる。
その部分のサイズは、そのディスプレイのフレームまたはスクリーン上に適合するものに
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制限される可能性がある。機能強化された移動局４６は、頑健なデータのスループットお
よびデータのバッファリング機構をサポートすることによって、プレビューの十分なデー
タ・ボリューム・トラヒックを処理することができる。従って、プレビューワ６２は、要
約に比較してデータ・メッセージの内容に関する追加の情報を提供し、無線データ・サー
バ２０においてデータ・メッセージをルーティングすることに関する、より良い決定を行
うことができる。
【００５３】
＜プレビューワ＞
プレビューワ６２によって、加入者は、宛先セレクタ５４経由で保持されているデータ・
メッセージを再ルーティングする前に、その保持されているデータ・メッセージの少なく
とも抄録をあらかじめ見ることができる。システムは、移動局のプロファイルに基づいて
移動局４３によって提示するのに適しているメディア・フォーマットで、受信されたデー
タ・メッセージに関するプレビューを提示するためのプレビューワ６２をさらに含む。理
想的には、プレビューは、データ・メッセージのサイズ、コンテントの記述、作者、名前
、タイトル、ソースの記述（たとえば、そのソースの要約）、概要、または前記情報の少
なくとも一部分を含むことになる。プレビューワ６２によって、加入者は保持されている
データ・メッセージが送信されるべきか、あるいは再ルーティングされるべきか、リダイ
レクトされるべきか、あるいは削除されるべきかどうかを決定することができる。加入者
はデータ・メッセージの全体を受信することによる遅延なしでアクションを行うことがで
きる。より大きなデータ・メッセージではなく、プレビューだけが送られるので、無線通
信システム９のトラヒック容量が容易に削減される。
【００５４】
＜データ端末インタフェース＞
機能強化された移動局４６は、データ端末インタフェース６８を含むこともできる。それ
は移動環境においてインタネット／イントラネットのネットワークに対するフル・アクセ
スを得るためにコンピュータ・ポートに対して接続するためのポートを含む。データ端末
インタフェース６８によって、無線データ・サーバ２０が完成されたデータ・メッセージ
となることができる。
【００５５】
データ端末インタフェース６８によって、無線データ・サーバ２０は、完全なデータ・メ
ッセージを機能強化された移動局４６に対して結合されているコンピュータ７２に対して
通信することができる。データ端末インタフェース６８は、機能強化された移動局４６と
同じ場所に設置されているコンピュータ７２によって無線データ・サーバ２０からデータ
・メッセージを通信するために付加されているポートを提供する。
【００５６】
要約すると、無線データ・サーバ２０は移動局４６と協調して動作し、加入者が移動局４
６からリモートにフィルタリング、再ルーティング、削除、アーカイブまたは他のアクシ
ョンを構成することができるようにする。メッセージ通知、プレビューまたは要約を受信
した時、加入者はその加入者の好みに基づいて移動局４６から適切なアクションを選択す
ることができる。メッセージの本体およびそのデータ・メッセージの含まれているアタッ
チメントのそれぞれに対して異なるアクションを選定することができる。
【００５７】
基本移動局４４または機能強化された移動局４６は、プレビューまたは少なくとも要約を
通じてデータ・メッセージのソース、ヘッディング、およびサイズに対する加入者のアク
セスをサポートする。移動局４３（たとえば、４４または４６）においてプレビューまた
は要約を提供することによって、加入者はメッセージの処理を選択することができる。た
とえば、１つの文書の一部分（たとえば、タイトル、要約、または序文）を表しているデ
ータ・メッセージの一部分を含んでいるプレビューを見た後、加入者はその文書を受信す
るかどうかに関しての決定を通知することができる。
【００５８】
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有利なこととして、加入者は、無線通信システム上での移動局４４または４６より技術的
制限の少ない状態で動作しているいくつかの他のシステムに対してＥメールをリダイレク
トするように決定することができる。移動局４４または４６から、加入者はＥメールのメ
ッセージを自分の事務所のＥメール・アドレスへリダイレクトすることができ、高価な無
線の接続時間を発生することなしに後でアクセスすることができる。メッセージが不要で
あることが分かった場合、加入者はそのメッセージを捨てるか、あるいは削除することが
できる。
【００５９】
＜メッセージの制御およびリダイレクション＞
図３は、メッセージの制御の方法のフローチャートを示している。これは加入者の移動局
（４４、４６）に対してアドレスされたデータ・メッセージをリダイレクトまたは処理す
るために使うことができる。ステップＳ１０から開始して、コンピュータ４２（たとえば
、サーバ）は、通信ネットワーク４０を経由して無線データ・サーバ２０に対してアドレ
スされたデータ・メッセージを送信することができる。無線データ・サーバ２０は、移動
局４４または４６の一人またはそれ以上の加入者に対してアドレスされたデータ・メッセ
ージを受信するための受信機３４を含む。
【００６０】
ステップＳ１２において、受信機３４は、それ以降のアクションのためにアドレスされた
１つ（または、複数の）データ・メッセージを保持し、一方、ファシリテータ２４は、移
動局４４または４６において検閲するための対応しているアドレス・データ・メッセージ
に関連付けられている要約、プレビュー、またはその両方を発生する。それ以降のアクシ
ョンとしては、意図された移動局に対する配送、代替宛先に対するリダイレクション、ま
たはアドレスされたデータ・メッセージの削除などがあり得る。
【００６１】
ステップＳ１４は、ステップＳ１２と同時に実行することができる。ステップＳ１４にお
いては、ファシリテータがその移動局と互換性のある要約、プレビュー、またはその両方
の発生を容易化するために、その移動局によってサポートされているメディア・タイプお
よびフォーマットについての格納されているプロファイルを参照する。プロファイラ３６
は移動局４４または４６のプロファイルおよびユーザの好みを含み、ユーザの好みは、そ
の移動局４４または４６におけるフィルタ制御器５０、宛先セレクタ５４、およびメディ
ア・フォーマット・セレクタ５６経由でのユーザ入力を通じて部分的に、あるいは全面的
に確立することができる。そのプロファイルは、要約またはプレビューが、移動局４４ま
たは４６に対して送信するための音声データ、テキスト、データ、または画像データとし
て適切にフォーマットされるようなデータを含む。たとえば、メディア／フォーマット・
セレクタ５６によって、移動局はプレビュー・サポータ２６に対してメディア・タイプお
よびメディア・フォーマットを通信し、プロファイルを更新するか、あるいはメディアお
よびフォーマットのタイプについてのユーザの好みを提供することができる。
【００６２】
ステップＳ１４に続いてステップＳ１６において、制御器３０は、そのアドレスされたデ
ータ・メッセージがフィルタリングのアルゴリズムに従ってフィルタするように指定され
ているかどうかを判定する。そのアドレスされたメッセージにフィルタリングが指定され
ている場合、フィルタ３２がステップＳ１８においてフィルタリングのアルゴリズムに従
って、そのアドレスされたメディアをフィルタする。
【００６３】
ステップＳ１８において、データ・メッセージに対する要約またはプレビューを移動局に
対して送信する代わりに、移動局４４または４６に対する最初の送信を一緒に防止する方
法で、ある種のデータ・メッセージがフィルタされて取り除かれる。他方、他のデータ・
メッセージはフィルタされるが、単にフィルタ３２を通過するだけで、移動局４４または
４６に対して要約、プレビュー、または完全なデータ・メッセージの後での送信を許す。
たとえば、一般のタイプ（フィルタリングが指定されている）のアドレスされたデータ・
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メッセージは、フィルタ３２によるより密接な検査をトリガすることができるが、通常は
フィルタされる一般的なデータ・メッセージに関連付けられているいくつかの基準をその
アドレスされたデータ・メッセージが満足している場合であっても、フィルタリングを無
効化する条件は、そのアドレスされたデータ・メッセージ、要約、またはプレビューをフ
ィルタ３２を通過させるように記述することができる。ステップＳ１８とＳ１７とを接続
している点線はフィルタ３２を通して受付け可能なデータ・メッセージ、要約、またはプ
レビューを通過させる可能性を示している。
【００６４】
フィルタ３２は、完全なデータ・メッセージ、要約、プレビュー、または前記の情報のす
べてを、指定された代替宛先に対してリダイレクトすることができる。メッセージのリダ
イレクションによって、加入者は、たとえば、その代替宛先に関連付けられたコンピュー
タからリダイレクトされたデータ・メッセージを見ることができる。もう１つのオプショ
ンとして、フィルタ３２は不要なデータ・メッセージを削除することができる。
【００６５】
ステップＳ１６およびＳ１８は、ステップＳ１２およびＳ１４における要約またはプレビ
ューの発生に続き、全体の下にあるデータ・メッセージとは反対に、要約およびプレビュ
ーのレベルにおいてフィルタリングのステップＳ１６が効率的に発生する可能性があり、
完全なデータ・メッセージの処理を最小化し、フィルタ３２の中で使うための標準のフォ
ーマットを可能にする。
【００６６】
ステップＳ１８に従って、フィルタ３２は受信機３４からのデータ・メッセージ、ファシ
リテータからの要約またはファシリテータからのプレビューを受信し、それらを送信機２
２に対して渡すか、あるいはユーザの好みに従ってそれらをフィルタすることができる。
実効的に、フィルタ３２は送信機２２に対する禁止された、あるいは制限されたデータ・
メッセージの通過を阻止する。ユーザの好みはプロファイルの中に格納しておくことがで
きる。制御器３０は、必要に応じて、あるいは要求された時にプロファイルのデータを提
供することによって、フィルタ３２およびファシリテータ２４の動作を管理する。
【００６７】
移動局４４または４６は、ユーザがフィルタ制御器５０へユーザ入力を入力することがで
きるユーザ・インタフェース４８を備えている。フィルタ制御器５０は、基地局システム
１４を通じて通信し、フィルタ３２の動作および、フィルタ３２の適切な動作のために必
要なプロファイルの記憶を制御する。
【００６８】
アドレスされたデータ・メッセージがフィルタリングに対して指定されていない場合、あ
るいはそのアドレスされたデータ・メッセージがステップＳ１８のフィルタリングの手順
を無事に通過して来た場合、ステップＳ１７において送信機は対応しているアドレスされ
たデータ・メッセージに関連付けられた要約、プレビュー、またはその両方を移動局に対
して送信する。要約、プレビュー、またはその両方の送信はアドレスされたメッセージの
検出、フィルタリングによって除去されないこと、そしてユーザ・プロファイルとの適合
性によってトリガされる。プレビューの元になっているデータ・メッセージがアドレスさ
れている移動局（４４、４６）によってサポートされている場合にのみ、プレビューが送
信される。送信機２２によってプレビューの送信をそのように制限することによって、無
線データ・サーバ２０はスペクトル資源を保存すること、電磁妨害を減らすこと、および
無線システムの容量を向上させることに十分適している。
【００６９】
ステップＳ１７の後、ユーザは、要約、プレビュー、またはその両方を移動局（４４、４
６）において検分し、そのプレビューまたは要約に対応している完全なアドレスされたデ
ータ・メッセージでを受信するかどうかを決定する。要約レビューワ５２は、送信機２２
から送信され、要約発生器２８によってフォーマット化された要約の移動局（４４、４６
）における提示をサポートする。プレビューワ６２は、送信機２２から送信されてプレビ
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ュー・サポータ２６によってフォーマット化されたプレビューの提示をサポートする。
【００７０】
要約またはプレビューの提示に基づいて、その移動局４４または４６のユーザは受信機３
４において保持されているか、あるいは無線データ・サーバ２０の支配下での廃棄を待っ
ている完全なデータ・メッセージを受信するよう要求することができる。その移動局４４
または４６のユーザが所定の時間内に完全なデータ・メッセージの受信を要求しなかった
場合、配送された要約またはプレビューに対応している完全なメッセージが、たとえば、
無線データ・サーバ２０の内部の受信機３４のメモリまたは記憶媒体３８から削除される
。
【００７１】
ステップＳ２２において、ユーザがアドレスされたデータ・メッセージを要求した場合、
送信機２２はタイムリーなユーザ要求に応答して、アドレスされたデータ・メッセージを
その移動局に対して送信するか、そのアドレスされたデータ・メッセージを代替宛先に対
してリダイレクトするか、あるいはそのアドレスされたデータ・メッセージを制御するこ
とができる。移動局４４または４６は、ユーザが要約レビューワ５２、宛先セレクタ５４
、および／またはメディア／フォーマット・セレクタ５６へユーザ入力を入力することが
できるユーザ・インタフェース４８を備えている。宛先セレクタ５４は、送信機２２のメ
ッセージのリダイレクション機能を判定する情報をプロファイラ３６に対して送信する。
適切な場合、送信機は、ＡＴＭネットワーク１０、ＭＳＣ１２およびＢＳＳ１４を経由し
て、移動局４４または４６に対してそのアドレスされたデータ・メッセージを送信する。
【００７２】
図３の例では、要約またはプレビューの発生の後でフィルタリングを使っているが、本発
明の方法の代替例においては、ファシリテータがフィルタリングまたは前フィルタリング
の後に要約、プレビューまたはその両方を発生する。従って、処理資源は、要約またはプ
レビューとしてリダイレクトされるのではなく、捨てられるか、あるいは削除されてしま
うことになるある種のデータ・メッセージに対しては要約、プレビューまたはその両方を
発生しないことによって処理資源を保存することができる。
【００７３】
＜加入者定義可能のフィルタリング＞
図４は、図２の中で最もよく示されている無線データ・サーバ２０のフィルタ３２による
加入者定義可能のフィルタリングを容易化するための方法を示している。図４の方法およ
びフィルタリングの技法は一般に図３のステップＳ１６およびＳ１８に対して適用できる
。
【００７４】
ステップＳ５０から開始して、加入者は移動局（４４、４６）に対してアドレスされた予
期される、あるいは現在のデータ・メッセージをフィルタすることに関するコマンドを移
動局（４４、４６）から基地局へ入力する。移動局（４４、４６）は、フィルタ制御器５
０に対してフィルタリングに関するコマンドを入力するためのユーザ・インタフェース４
８を含む。フィルタ制御器５０は加入者のフィルタリングのコマンドおよび好みを実行す
るために、無線インタフェースを経由してフィルタ３２に対して適切な命令を提供する。
【００７５】
そのコマンドは、ある種のソースからの、ある種の内容を有する、あるいは無線システム
によってサポートされている弁別の機能によって、データ・メッセージを無効(disabled)
とするようフィルタ３２に指示することができる。たとえば、加入者はすべての広告を無
効とし、そうしない場合に自分の移動局（４４、４６）に対してデータ・メッセージとし
て送られることになる広告をすべて無効とすることを選択することができる。そのコマン
ドの中で加入者は無効とされたデータ・メッセージが削除されるべきか、あるいは後で見
るために加入者によって指定された代替宛先へ再ルーティング(reroute)されるかどうか
を指定することもできる。加入者は加入者の識別子を示している符号化されたメッセージ
、無効とされるコンテントに対する制限されたコンテント識別子、およびルーティングデ
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ータとしてコマンドを送信する。
【００７６】
ステップＳ５０の後、ステップＳ５２において、基地局システム１４は、そのコマンドを
受信し、そのコマンドを無線データ・サーバ２０に対して向ける。コマンドはＭＳＣ１２
およびＡＴＭネットワーク１０を経由して無線データ・サーバ２０に対して向けられる。
ＡＴＭネットワーク１０はＭＳＣ１２と無線データ・サーバ２０との間の通信を容易化す
るための選択的分配ユニットを１１を含むことができる。無線データ・サーバ２０におい
て、受信機３４がそのコマンドを表している符号化されたメッセージを受信する。
【００７７】
ステップＳ５４において、無線データ・サーバ２０は、そのコマンドに基づいて阻止され
た加入者の識別子データベース７４（図２）を更新する。阻止された加入者の識別子デー
タベース７４は、阻止された加入者の識別子および、阻止されたコンテントに対する対応
しているコンテント識別子を含む。送信機２２は、阻止された加入者のデータベース７４
が更新されたことの承認(acknowledgement)を移動局に対して送り返すことができる。
【００７８】
コンテンツ・プロバイダのデータ・ソース８２（図２）がここでデータ・メッセージを移
動局に対して送信しようとし、その移動局は阻止された加入者の識別子を有している場合
もあり、有していない場合もあると仮定する。受信機３４は、そのデータ・メッセージを
コンテンツ・プロバイダのデータ・ソース８２から受信する。
【００７９】
ステップＳ５６において、受信機３４はそのデータ・メッセージを加入者識別スクリーナ
７３に対して通信する。加入者識別・スクリーナ７３は、そのデータ・メッセージがアド
レスされている移動局に関連付けられている移動局識別子を調べる。
【００８０】
ステップＳ５８において、加入者識別・スクリーナ７３は、その移動局（４４、４６）に
関連付けられている移動局識別子が、阻止された加入者識別子データベース７４の中の阻
止された加入者識別子リストの中にあるかどうかを判定する。その移動局の識別子が阻止
された加入者識別子リストの中にあった場合、そのデータ・メッセージはステップＳ６２
においてコンテント・スクリーナ７６へ送られる。しかし、その移動局識別子が阻止され
た加入者の識別子リストの中になかった場合、加入者識別・スクリーナ７３はそのデータ
・メッセージをステップＳ６０において送信機に転送する。さらに、送信機２２はデータ
・メッセージをその移動局の識別子付きで移動局（４４、４６）に送信する。
【００８１】
ステップＳ６２に続いて、ステップＳ６４において、コンテント・スクリーナ７６は、そ
の移動局が阻止された送信機の識別またはデータ・メッセージの他の属性に基づいてその
データ・メッセージを受信しないという好みを示しているかどうかを判定する。加入者は
その移動局（４４、４６）においてそのような好みをたとえば、コマンドによって示すこ
とができる。
【００８２】
コンテント・スクリーナ７６は、そのデータ・メッセージがアドレスされている受信機の
移動局識別ではなく、送信機の識別を調べる。コンテント・スクリーナ７６は、移動局４
３がデータ・メッセージの中の阻止された送信機識別の検出に基づいてその情報を受信し
ないことを示しているかどうかを判定する。代わりに、コンテント・スクリーナ７６は、
送信機の識別ではなく、データ・メッセージの他の属性を調べることもできる。データ・
メッセージの他の属性は、データ・メッセージのヘッダまたはトレーラの中に見つけるこ
とができ、その移動局識別子に対して意図されているデータ・メッセージを阻止するかど
うかを判定することができる。
【００８３】
コンテント・スクリーナ７６が受信側の加入者によってそのコンテントが禁止されていな
いと判定した場合、そのデータ・メッセージは、ステップＳ６６において適切な移動局に
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対して送信するために送信機２２に対して提供される。
【００８４】
しかし、コンテント・スクリーナ７６が、そのコンテントが禁止されていると判定した場
合、コンテント・スクリーナ７６はステップＳ６８においてそのメッセージをリダイレク
タ７８またはリダイレクタ／デリータ(redirector/deleter)に対して転送する。リダイレ
クタ７８は、その加入者識別子に関連付けられたリダイレクション・データに対して阻止
された加入者の識別子データベース７４を調べる。リダイレクション・データが見つから
なかった場合、リダイレクタ７８は、デフォールトのロケーション（たとえば、加入者の
代替宛先８４）に対してデータをリダイレクトするようにセットアップするか、あるいは
リダイレクタ７８はそのデータ・メッセージを削除するようにセットアップすることがで
きる。リダイレクション・データが見つかった場合、そのリダイレクション・データは、
その加入者の代替宛先８４に対する完全で適切なアドレスを知るためにプロファイラ３６
に対する参照を必要とする場合がある。完全で適切なアドレスが決定されると、リダイレ
クタ７８は送信機２２に対する代替宛先に対して更新された宛先アドレス付きで、そのメ
ッセージを通信する。
【００８５】
ステップＳ６８の後、またはその途中において、ステップＳ７０において、阻止されたメ
ッセージまたはリダイレクトされたメッセージに対して、カウンタ８０が各加入者ごとに
増加され、料金請求の目的で移動局識別子によって追跡管理され、必要であれば、呼出し
を阻止するための無線データ・サーバの資源の使用を加入者に対して料金請求できるよう
にすることができる。さらに、カウンタ８０のデータは、システム資源の不釣り合いな、
あるいは不適当な使用を識別するのに役立つ。
【００８６】
要約すると、フィルタ３２は、フィルタ制御器５０に応答して無線データ・サーバ２０と
の通信において移動局から命令されるように、フィルタリングにおける動的な変更ができ
るようにする。移動局の中のフィルタ３２の制御器３０および無線データ・サーバ２０の
中のフィルタ３２は協調して動作し、禁止されたメッセージが基地局システム１４によっ
て送信されるのを防止する。有利なこととして、データ・メッセージの送信を禁止するこ
とによって、制限されたスペクトル資源が保持され、データ・トラヒックの減少によって
通信システムの信号対ノイズ比の性能が増加する場合もある。
【００８７】
加入者は移動局において無線データ・サーバ２０にあるデータ・メッセージのフィルタリ
ングを動的に変更することができ、ある種のデータ・メッセージがその移動局に対して送
信されるのを阻止することができる。この動的フィルタリングによって、加入者は料金請
求される通信時間を減らすことができ、そして繁雑なＥメールの広告メッセージを減らす
ことができる。本発明のもう１つの態様においては、移動局４４または４６は、データ・
メッセージの抄録としてプレビューを受信する。そのプレビューは加入者がそのプレビュ
ーによって提示されたデータ・メッセージをインテリジェントにリダイレクト、あるいは
処理するのに十分適している。
【００８８】
本発明によれば、データ・メッセージを制御およびリダイレクトするためのシステムによ
って、加入者の移動局４４または４６に対して送信される可能性のある無線データ・サー
バ２０の管理下にあるデータ・メッセージをルーティング、削除またはリダイレクトする
ための加入者の通知された決定が容易化される。そのシステムは、加入者に対して、その
加入者の移動局に対して送信される可能性のある、無線データ・サーバ２０において保持
されているデータ・メッセージのプレビュー、要約または抄録をプレビューするための機
能を提供する。たとえば、保持されているデータ・メッセージを無線データ・サーバ２０
の記憶媒体３８の中に格納しておくことができ、それを加入者の移動局識別子に対応して
いるメールボックスの中に分離して入れておくことができる。データ・メッセージ全体で
はなく、プレビューまたは要約を送信し、代替宛先に対するそのプレビューまたは要約の
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再ルーティングをサポートすることによって、無線通信システム（たとえば、基地局シス
テム１４および移動局４４、４６）の利用可能なトラヒック容量を増加させることができ
る。移動局４４または４６から、加入者はプレビューまたは要約を評価する必要なしに、
その移動局４４または４６に対してアドレスされたデータ・メッセージをフィルタするた
めのフィルタ設定を無効、有効(enable)または動的に調整することができる。実効的に、
フィルタ３２のフィルタ設定によって、無線データ・サーバ２０は、その加入者に対する
データ・メッセージを評価し、そしてデータ・メッセージの削除または再ルーティングな
どの適切なアクションを取ることができる。
【００８９】
本明細書は、本発明のシステムおよび方法の各種の実施例を記述している。その特許請求
の範囲は、この明細書に開示されている実施例の各種の変更および等価な装置をカバーす
ることが意図されている。従って、特許請求の範囲はここに開示されている本発明の精神
および範囲と矛盾しない変更、等価な構造および特徴をカバーするために合理的に最も広
い解釈が認められるべきである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による通信システムのブロック図である。
【図２】フィルタを図１より詳細に示している通信システムのブロック図である。
【図３】本発明に従って通信システムにおけるメッセージを制御するための方法のフロー
チャートである。
【図４】本発明に従って通信システムにおけるメッセージをフィルタするためのフローチ
ャートである。

【図１】 【図２】
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